
箱
館
役
所
で
煩
雑
な
手
続
、
間
宮
林
蔵
と
の
出
会
い
（
北
海
道
）

寛
政
十
二
（
一
八
○
○
）
年
五
月
二
十
二
日
（
陽
暦
七
月
十
三
日
）

朝
薄
曇
、
五
ツ
頃
よ
り
晴
天
、
夜
は
曇
る
。
朝
六

ツ
後
出
立
。
一
里
札
苅
、
一
里
泉
沢
、
三
里
半
茂
辺
地
、
一
里
半
富
川
、
十
町
程
三
谷
、
二
十
町
程
有
川
、
与
戸
切
地
、

隣
村
、
三
里
強
函
館
、
一
里
程
前
に
亀
田
村
あ
り
。
七
ツ
頃
着
宿
。
地
蔵
町
伊
藤
茂
左
衛
門
、
忰
幸
治
郎
。

風
が
悪
く
て
船
を
断
念
。
吉
岡
か
ら
徒
歩
で
よ
う
や
く
到
着
。
宿
舎
は
伊
藤
茂
左
衛
門
だ
っ
た
。

着
後
同
所
御
役
所
へ
御
届
け
致
候
。
函
館
御
詰
合
御
勘
定
水
越
源
兵
衛
殿
、
支
配
勘
定
寺
田
忠
右
衛
門
殿
、
御
普
請
役

小
林
新
五
郎
殿
、
外
に
御
普
請
役
布
山
牧
三
郎
殿
、
御
先
手
組
同
心
井
上
喜
左
衛
門
殿
迄
相
回
候
。

此
日
御
添
触
を
小

林
氏
へ
渡
す
。

到
着
と
同
時
に
、
御
勘
定
（
旗
本
）
を
ト
ッ
プ
に
現
地
詰
め
の
役
人
全
部
に
挨
拶
し
て
回
り
、
江
戸
で
貰
っ
た
「
添
え

触
れ
（
指
定
さ
れ
た
数
の
人
馬
を
安
い
公
用
旅
行
者
の
賃
金
で
雇
え
る
）
」
を
返
し
、
書
類
で
到
着
を
届
け
出
る
。

以
書
付
奉
申
上
候

一
．
私
儀
、
先
月
十
九
日
江
戸
表
出
立
、
当
月
十
日
津
軽
領
三
厩
へ
着
。
十
一
日
よ
り
十
八
日
迄
風
待
仕
候
て
、
十
九
日

渡
海
仕
候
処
、
風
不
宣
松
前
領
吉
岡
村
へ
漸
着
船
、
十
九
日
・
二
十
日
迄
風
待
仕
候
え
共

箱
館
渡
海
相
成
不
申
候
に
付
、

無
拠
陸
路
を
罷
越
今
日
当
着
仕
候
。
右
御
届
奉
申
上
候
。

以
上
、

申
五
月
二
十
二
日

伊
能

勘
解
由

蝦
夷
御
掛

御
役
人
中
様

散
々
な
目
に
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
が
、
函
館
役
所
か
ら
蝦
夷
地
内
の
添
え
触
れ
を
貰
わ
な
い
と
旅
行
は
で
き
な

い
。
な
る
べ
く
早
く
頂
き
た
い
意
味
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
れ
よ
り
同
所
蝦
夷
御
用
会
所
へ
立
寄
申
候
。

蝦
夷
地
御
用
取
扱
人

柄
原
屋
庄
兵
衛

村
山
伝
兵
衛

平
岩
屋

平
八

伊
達
屋
林
右
衛
門

次
は
商
売
や
宿
舎
、
旅
行
用
人
馬
の
手
配
を
す
る
会
所
に
挨
拶
す
る
。
幕
府
は
寛
政
十
一
年
に
東
蝦
夷
地
直
轄
に
当
た

り
、
場
所
請
負
制
度
を
廃
し
て
直
捌
と
し
た
が
、
蝦
夷
地
か
ら
送
ら
れ
る
産
物
を
処
分
し
、
各
場
所
の
必
要
な
仕
入
物
を

取
り
扱
う
た
め
、
同
年
五
月
江
戸
霊
巌
島
に
蝦
夷
会
所
を
設
け
た
。
会
所
に
は
蝦
夷
地
御
用
掛
の
吏
員
も
詰
め
た
。

一
方
、
東
蝦
夷
地
の
各
場
所
の
運
上
屋
は
会
所
と
改
め
ら
れ
、
幕
吏
が
詰
め
合
い
、
従
来
の
運
上
屋
と
し
て
の
機
能
の

ほ
か
に
、
公
務
を
も
行
う
出
張
役
所
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
建
物
の
全
部
が
立
て
替
え
ら
れ
、
或
は
新

設
さ
れ
て
、
旅
宿
所
・
倉
庫
・
作
事
小
屋
・
番
屋
・
厩
・
堂
社
な
ど
の
付
属
建
物
な
ど
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
こ
の
頃
は
、

会
所
な
ど
の
建
物
の
建
て
替
え
や
整
備
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
時
だ
っ
た
。



亀
田
村
の
御
役
所
三
橋
藤
右
衛
門
殿
へ
箱
館
御
役
所
へ
差
出
候
書
付
同
様
小
紙
に
書
記
し
差
出
し
申
候
。

御
用
人
大
塚
一
郎
殿
、
武
藤
貫
三
殿
。

侍
鵜
沢
幾
太
．
是
は
宿
所
へ
見
舞
く
れ
候
。

そ
の
つ
ぎ
は
、
駐
在
し
て
い
る
目
付
の
三
橋
氏
へ
挨
拶
。
幕
府
の
制
度
で
は
行
政
の
執
行
に
は
必
ず
目
付
が
同
席
し
た

が
、
函
館
に
も
駐
在
し
て
用
人
、
侍
な
ど
を
し
た
が
え
、
蝦
夷
地
経
営
を
監
察
し
て
い
た
。
三
橋
氏
は
歴
史
に
登
場
す
る

人
物
だ
が
、
さ
す
が
に
、
忠
敬
に
返
礼
と
し
て
侍
の
鵜
沢
を
見
舞
い
の
使
者
と
し
て
出
し
て
い
る
。

同
二
十
三
日

朝
よ
り
九
ツ
後
迄
曇
り
、
そ
れ
よ
り
七
ツ
頃
ま
で
晴
、
七
ツ
過
よ
り
曇
、
夜
も
ま
た
曇
天
。
逗
留
。

同
二
十
四
日

朝
五
ツ
頃
迄
小
雨
、
そ
れ
よ
り
九
ツ
頃
迄
曇
夜
ま
た
同
じ
。

逗
留
。

同
二
十
五
日

朝
五
ツ
半
頃
迄
曇
る
。
そ
れ
よ
り
晴
、
又
七
ッ
頃
よ
り
小
雨
、
夜
も
曇
る
。
雲
間
に
少
間
測
量
。
此
迄
ヤ

マ
セ
風
な
り
。
此
朝
召
連
候
下
人
長
助
病
気
を
申
立

達
て
暇
を
願
候
に
付

御
役
所
へ
相
伺

長
暇
を
差
遣
し
、
三
厩
へ
乗

合
船
有
之
候
よ
し
に
付
、
船
賃
合
力
の
上
に
路
用
金
壱
分
用
達
遣
候
。
此
日
逗
留
。

天
気
が
不
順
、
添
え
触
れ
が
貰
え
な
い
の
で
、
い
ら
い
ら
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
下
僕
の
長
助
か
ら
病
気
な
の
で
、
暇

を
欲
し
い
と
い
わ
れ
る
。
難
航
の
状
況
を
眺
め
、
下
人
な
り
に
居
酒
屋
あ
た
り
で
、
こ
れ
か
ら
向
か
う
蝦
夷
地
の
情
報
を

仕
入
れ
て
い
や
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
三
厩
ま
で
の
船
賃
を
与
え
、
路
用
一
分
を
貸
し
て
暇
を
出
す
。

同
二
十
六
日

朝
五
ツ
後
迄
晴
、
九
ツ
後
迄
小
雨
、
七
ツ
後
よ
り
曇
る
。

暮
よ
り
五
ツ
頃
迄
小
雨
、
そ
れ
よ
り
中
雨
南

風
な
り
。

逗
留
。
御
役
所
へ
添
触
を
願
置
、
此
節
津
軽
御
家
中
笹
森
勘
解
由
と
云
る
箱
館
詰
の
役
人
、
竹
内
甚
左
衛
門

殿
よ
り
の
書
状
持
参
、

宿
所
へ
御
見
舞
被
下
候
、
扨
南
部
領
津
軽
領
旅
行
よ
り
是
迄
冷
気
に
て
朝
暮
重
服
。
此
日
太
陽

を
測
。

た
ま
り
か
ね
て
役
所
に
添
え
触
れ
の
催
促
を
す
る
。
津
軽
家
中
か
ら
見
舞
い
の
使
者
が
来
て
う
れ
し
か
っ
た
ら
し
い
。

同
二
十
七
日

朝
よ
り
四
ツ
半
頃
迄
曇
天
、
そ
れ
よ
り
晴
天
夜
も
度
々
曇
る
。
南
風
、
年
中
太
陽
を
測
。
夜
も
ま
た
少
間

測
量
。
此
日
す
こ
ぶ
る
暑
気
、
初
て
単
物
を
着
、
夜
は
袷
を
着
す
。
逗
留
。
亀
田
御
役
所
へ
蝦
夷
地
出
立
を
届
。

添
え
触
れ
を
渡
す
か
ら
、
出
発
届
を
出
せ
と
い
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
お
目
付
の
役
所
へ
提
出
す
る
。
一
寸
、
順

序
が
違
う
感
じ
が
す
る
が
、
道
中
管
理
を
目
付
け
が
や
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
寒
暖
の
差
は
激
し
か
っ
た
。

同
二
十
八
日

土
用
、
朝
五
ツ
後
迄
曇
る
。
そ
れ
よ
り
晴
天
江
戸
出
立
後
の
上
天
気
な
り
。
併
し
山
々
白
雲
お
お
し
、
箱

館
山
に
登
て
所
々
の
方
位
を
測
、
夜
も
晴
測
量
。
此
日
箱
館
御
役
所
へ
蝦
夷
地
出
立
を
届
、
先
触
を
出
す
。
尤
御
添
触
相

渡
る
。

天
候
回
復
、
江
戸
出
立
以
来
の
上
天
気
に
、
函
館
山
に
登
っ
て
道
内
、
本
州
各
地
の
方
位
を
測
る
。
本
州
各
地
の
方
位

は
本
州
と
北
海
道
の
位
置
を
確
定
さ
せ
る
た
め
に
重
要
だ
っ
た
。
そ
し
て
箱
館
御
役
所
に
出
発
を
届
け
、
添
え
触
れ
を
貰



っ
て
写
し
を
作
り
、
自
分
の
先
触
れ
を
出
す
。

覚

御
添
触
の
写
し
。

一
、

馬

一
疋

一
、

人
足

三
人

右
は
此
度
蝦
夷
地
為
御
用
、
津
田
山
城
守
領
分
、
下
総
国
佐
原
村
元
百
姓
当
時
浪
人
伊
能
勘
解
由
そ
の
地
へ
被
差
遣
候

間
、
書
面
の
入
馬
同
人
申
談
次
第
、
相
定
の
賃
銭
請
取
之

無
遅
滞
可
差
出
之

渡
海
、
川
越
、
止
宿
等
之
儀
、
是
又
指
支

無
之
様
、
且
一
か
所
に
三
・
四
・
五
日
宛
逗
留
之
儀
も
可
有
之
間
、
そ
の
心
得
に
て
執
斗
可
申
候
。

以
上
。

申
五
月

箱
館
御
番
所

御
印

箱
館
よ
り
ク
ナ
シ
リ
迄

右
村
々
場
所
場
所
名
主
支
配
人

以
上
は
添
え
触
れ
の
写
し
で
、
先
触
れ
に
添
付
さ
れ
る
。
本
文
は
忠
敬
が
携
帯
し
、
必
要
な
ら
見
せ
る
。

先
触

従
箱
館
ク
ナ
シ
リ
迄

伊
能
勘
解
由

一
、

馬

一
疋

一
、

人
足

三
人

右
は
我
等
儀
、
蝦
夷
地
測
量
就
御
用
、
上
下
五
人
、
明
二
十
九
日
箱
館
出
立
．
ク
ナ
シ
リ
辺
迄
罷
越
候
間
、
書
面
の
人

馬
御
定
の
賃
銭
請
取
之

聊
無
遅
滞
、
差
出
継
立
渡
海
、
川
越
、
止
宿
等
の
儀
、
是
又
指
支
無
之
様
、
且
一
か
所
に
て
三
・

四
五
日
宛
逗
留
の
儀
も
可
有
之
候
。
尤
天
気
次
第
村
々
場
所
場
所
に
て
日
限
延
引
も
有
之
候
間
、
ア
ツ
ケ
シ
、
ク
ナ
シ
リ

辺
迄
は
行
届
申
間
敷
候
間
、
そ
の
心
得
に
て
執
斗
可
給
候
。
以
上
。

申
五
月
二
十
八
日

伊
能
勘
解
由

箱
館
よ
り
ク
ナ
シ
リ
迄

右
村
々
場
所
場
所
名
主
支
配

箱
館
村
役
人
よ
り
先
触
の
奥
へ
添
触
。

一
、

伊
能
勘
解
由
様
御
先
触
の
通
、
村
々
宿
々
無
遅
滞
継
立
可
被
申
候
。
尤
村
々
に
お
い
て
御
逗
留
有
し
筈
に
候
間
、

右
御
先
触
御
着
被
成
候
上
に
て
、
先
々
へ
継
送
り
可
申
候
。
巳
上
、

函
館
月
番

矢
川
四
郎
左
衛
門

印

長
谷
川
太
左
衛
門

印

い
よ
い
よ
出
発
。
こ
の
間
に
も
大
方
位
盤
の
部
品
を
忘
れ
て
、
こ
れ
を
探
索
す
る
騒
ぎ
が
あ
っ
た
が
省
略
す
る
。

同
二
十
九
日

朝
よ
り
暮
ま
で
晴
天
。
旅
行
甚
暑
、
朝
五
ツ
後
箱
館
を
出
立
。
亀
田
御
役
所
へ
相
届

五
里
大
野
村
へ
七

ツ
後
に
着
、
止
宿
。

此
日
函
館
よ
り
間
縄
を
以
方
位
測
量
致
し
候
え
ど
も
中
路
に
て
日
も
た
け
間
縄
難
及
候
に
付
、
足
間
を
以
大
野
迄
相
測

り
候
。
此
夜
曇
天
雲
間
測
量
。



師
匠
・
高
橋
至
時
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
、
蝦
夷
地
測
量
で
は
、
本
州
は
歩
測
、
蝦
夷
地
は
間
縄
を
張
る
と
決
め
て
い
た

の
で
、
こ
の
日
は
朝
か
ら
間
縄
を
張
っ
た
が
、
約
半
分
の
距
離
で
日
が
傾
い
て
し
ま
っ
た
の
で
、
後
は
歩
測
で
測
っ
た
と

い
う
。
緯
度
一
度
の
計
測
と
い
う
目
的
が
あ
っ
た
の
に
、
歩
測
と
は
余
り
に
粗
す
ぎ
る
と
感
じ
る
の
は
筆
者
ば
か
り
で
は

な
い
だ
ろ
う
。

幕
府
に
提
案
し
て
か
ら
、
実
現
ま
で
時
間
が
か
か
り
過
ぎ
て
い
た
。
江
戸
か
ら
北
海
道
根
室
附
近
ま
で
を
徒
歩
で
往
復

す
る
の
に
、
陽
暦
六
月
の
出
発
で
は
遅
す
ぎ
た
。
遅
い
の
は
分
か
っ
て
い
た
の
で
、
本
州
は
歩
測
と
し
、
急
ぎ
に
急
い
だ

が
船
待
ち
、
お
添
え
触
れ
待
ち
に
時
間
を
費
や
し
、
北
海
道
の
間
縄
を
あ
き
ら
め
た
の
が
こ
の
日
だ
っ
た
。

同
晦
日

大
野
村
逗
留
。
朝
曇
る
。
五
ツ
後
よ
り
昼
夜
晴
天
、
夜
測
量
。

六
月
朔
日

朝
六
ッ
後
出
立
。
此
日
朝
よ
り
七
ツ
後
迄
晴
天
、
夜
四
ツ
後
よ
り
雨
、
夜
半
よ
り
大
雨
。
四
里
四
町
、（
四
里

四
町
四
十
間
と
有
）
内
浦
ダ
ケ
の
梺
、
ス
ク
ノ
ツ
ペ
と
い
う
山
の
間
に
休
所
一
家
あ
り
。

此
前
に
大
沼
、
小
沼
あ
り
。

そ
れ
よ
り
四
里
、（
合
八
里
半
と
い
う
。
）
鷲
の
木
村
に
七
ツ
半
頃
に
着
。
止
宿
。
大
野
村
よ
り
少
し
先
に
一
の
渡
り
有
り
。

村
上
嶋
之
丞
殿
在
宅
に
付
見
舞
。

追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
雨
に
妨
げ
ら
れ
て
い
る
。
朔
日
は
幸
い
に
昼
は
晴
れ
。
八
里
半
測
っ
て
大
野
村
に
止
宿
。

一
の
渡
り
に
村
上
島
之
丞
を
訪
問
す
る
。
村
上
は
松
平
定
信
の
伊
豆
相
模
巡
視
の
案
内
を
し
、
近
藤
重
蔵
の
従
者
と
し
て

始
め
て
蝦
夷
地
に
渡
り
、
二
度
目
は
蝦
夷
地
取
締
御
用
掛
松
平
信
濃
守
の
下
に
つ
い
て
蝦
夷
に
渡
っ
た
測
量
家
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
は
蝦
夷
会
所
の
普
請
役
雇
と
し
て
、
植
林
指
導
な
ど
に
あ
た
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
忠
敬
は
蝦
夷
地
の
正
確
な

情
報
と
か
、
定
信
の
測
量
や
地
図
に
つ
い
て
の
考
え
方
な
ど
を
き
き
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
会
話
の
内
容
は
、
日
記
に
書

い
て
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
が
、
帰
り
に
も
寄
っ
て
お
り
丁
重
な
扱
い
で
あ
る
。
筆
者
は
教
え
を
乞
う
た
と
考
え
る
。

こ
の
対
談
の
席
に
間
宮
林
蔵
が
同
席
し
た
こ
と
は
、
ほ
ぼ
確
実
と
考
え
ら
れ
る
。
林
蔵
は
村
上
の
従
者
を
し
て
い
た
。

従
者
は
主
人
の
対
話
の
席
に
出
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
が
、
門
人
と
し
て
な
ら
測
量
談
義
を
拝
聴
し
て
も
お
か
し
く
は
な

い
。
推
測
だ
が
忠
敬
は
話
の
キ
ッ
カ
ケ
に
自
慢
の
測
量
器
具
の
一
部
を
持
参
し
た
か
も
知
れ
な
い
。

日
記
に
は
何
も
書
い
て
な
い
か
ら
、
忠
敬
の
方
か
ら
は
林
蔵
の
印
象
は
薄
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
と
で
、
林
蔵

は
忠
敬
に
無
心
し
て
小
方
位
盤
二
個
を
譲
り
う
け
て
お
り
、
間
宮
側
の
印
象
は
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
後
年
、
忠
敬
は

間
宮
を
門
人
と
い
っ
て
い
る
が
、
こ
の
時
の
出
会
い
が
キ
ッ
カ
ケ
だ
っ
た
と
思
う
。

同
二
日

朝
よ
り
雨
天
、
夜
も
同
じ
。
依
之
逗
留
。

依
然
、
雨
に
た
た
ら
れ
て
い
る
。


